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全国
ぜ ん こ く

学力
が く り ょ く

・学習
が く し ゅ う

状況
じ ょ う き ょ う

調査
ち ょ う さ

結果
け っ か

の概要
が い よ う

について 
１学期

がっき

に６年生
ねんせい

を対象
たいしょう

に実施
じっし

された全国
ぜんこく

学力
がくりょく

・学習
がくしゅう

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

では、国語科
こ く ご か

・算数科
さんすうか

の２

教科
きょうか

とも全国
ぜんこく

平均
へいきん

を下回
したまわ

る結果
けっか

となりましたが、全国
ぜんこく

平均
へいきん

に近
ちか

づいてきた項目
こうもく

もあります。ま

た、４、５年生
ねんせい

で実施
じっし

したみえスタディ・チェックの結果
けっか

では四日市市
よっかいちし

の平均
へいきん

を上回
うわまわ

る学年
がくねん

もあ

り、学校
がっこう

全体
ぜんたい

の学力
がくりょく

は落
お

ち着
つ

いた学習
がくしゅう

環境
かんきょう

のもとで着実
ちゃくじつ

に向
こう

上
じょう

してきています。四日市市
よっかいちし

では調査
ちょうさ

結果
けっか

について、学校
がっこう

だよりで「全国
ぜんこく

平均
へいきん

との比較
ひかく

」「強
つよ

み・弱
よわ

みの分析
ぶんせき

内容
ないよう

」「授業
じゅぎょう

改善
かいぜん

について」「家庭
かてい

学習
がくしゅう

状 況
じょうきょう

について」を保護者
ほ ご し ゃ

に公表
こうひょう

することになっています。以下
い か

に本年度
ほんねんど

の問題
もんだい

の一部
いちぶ

とともに提供
ていきょう

させていただきますので、本校
ほんこう

の実態
じったい

をご確認
かくにん

ください。 

全国
ぜんこく

平均
へいきん

との比較
ひかく

 

 国語科
こ く ご か

・算数科
さんすうか

の２教科
きょうか

とも全国
ぜんこく

平均
へいきん

を下回
したまわ

る結果
けっか

となりました。 

強
つよ

み・弱
よわ

みの分析
ぶんせき

内容
ないよう

 

【国語
こくご

】 

強
つよ

み ・目的
もくてき

や意図
い と

に応
おう

じて、集
あつ

めた情報
じょうほう

を分類
ぶんるい

したり関
かん

係
けい

づけたりして、自分
じぶん

の考
かんが

え 

が伝
つた

わるように書
か

くことができる。 

弱
よわ

み ・基本的
きほんてき

な漢字
かんじ

を文
ぶん

の中
なか

で正
ただ

しく使
つか

うことができない。 

・文
ぶん

の中
なか

における主語
しゅご

と述語
じゅつご

の関係
かんけい

を理解
りかい

できていない。 

【算数
さんすう

】 

強
つよ

み ・基礎的
き そ て き

な問題
もんだい

については答
こた

えを導
みちび

き出
だ

そうと取
と

り組
く

むことができる。 

   ・速さ
はやさ

と時間
じかん

、道
みち

のりの関係
かんけい

を理解
りかい

できている。 

弱
よわ

み ・除数
じょすう

が小数
しょうすう

である場合
ばあい

の除法
じょほう

において、除数
じょすう

と商
しょう

の大
おお

きさの関
かん

係
けい

が理
り

解
かい

できて 

いない。 

    ・図形
ずけい

の意味
い み

や性質
せいしつ

について理解
りかい

できていない。 

・求
もと

め方
かた

を適切
てきせつ

な言葉
ことば

や式
しき

を用
もち

いて説明
せつめい

することができない。 

授業
じゅぎょう

改善
かいぜん

について 

 強
つよ

み・弱
よわ

みの分析
ぶんせき

内容
ないよう

をもとに授業
じゅぎょう

改善
かいぜん

を行
おこな

い、どの子
こ

にも「わかる」授業
じゅぎょう

をめざします。

特
とく

に算数
さんすう

の授業
じゅぎょう

では、３年生
ねんせい

以上
いじょう

でクラスをさらに分
わ

ける少人数
しょうにんずう

授業
じゅぎょう

をすすめ、苦手
にがて

な子
こ

の

クラスの人数
にんずう

をできるだけ少
すく

なくして、基礎
き そ

基本
きほん

が定着
ていちゃく

していない子
こ

の指導
しどう

を丁寧
ていねい

に行
おこ

うとと

泊山っ子だより 



もに、得意
とくい

な子
こ

には、学力
がくりょく

調査
ちょうさ

の発展的
はってんてき

な問題
もんだい

にも対応
たいおう

できるような力
ちから

をつけていきます。 

家庭
かてい

学習
がくしゅう

状 況
じょうきょう

について 

 全国
ぜんこく

学力
がくりょく

・学習
がくしゅう

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

の児童
じどう

質問紙
しつもんし

の家庭
かてい

学習
がくしゅう

状 況
じょうきょう

についての項目
こうもく

、「家
いえ

で自分
じぶん

で

計画
けいかく

を立
た

てて勉強
べんきょう

をしていますか（学校
がっこう

の授業
じゅぎょう

の予習
よしゅう

や復習
ふくしゅう

を含
ふく

む）」と「学校
がっこう

の授業
じゅぎょう

時間
じかん

以外
いがい

に、普段
ふだん

（月曜日
げつようび

から金曜日
きんようび

）、１日
にち

当
あ

たりどれくらいの時間
じかん

、勉強
べんきょう

をしますか（学習
がくしゅう

塾
じゅく

で勉強
べんきょう

している時間
じかん

や家庭
かてい

教師
きょうし

の先生
せんせい

に教
おそ

わっている時間
じかん

、インターネットを活用
かつよう

して学
まな

ぶ

時間
じかん

も含
ふく

む）」については肯定的
こうていてき

な回答
かいとう

が全国
ぜんこく

平均
へいきん

を下回
したまわ

る結果
けっか

となりました。 

一方
いっぽう

、「分
わ

からないことや詳
くわ

しく知
し

りたいことがあったときに、自
じ

分
ぶん

で学
まな

び方
かた

を考
かんが

え、工夫
くふう

す

ることはできていますか」については、肯定的
こうていてき

な回答
かいとう

が全国
ぜんこく

平均
へいきん

を上回
うわまわ

っています。 

学力
がくりょく

向上
こうじょう

のため、引
ひ

き続
つづ

き学校
がっこう

と家庭
かてい

が連携
れんけい

して子
こ

どもたちに必要
ひつよう

な学習
がくしゅう

習慣
しゅうかん

を身
み

に着
つ

けさせたいと考
かんが

えています。特
とく

に以下
い か

の問題
もんだい

にもある漢字
かんじ

の学習
がくしゅう

は、家庭
かてい

でも繰
く

り返
かえ

し書
か

くこ

とで確実
かくじつ

に力
ちから

がつきますので、学年
がくねん

に応
おう

じた家庭
かてい

学習
がくしゅう

の時間
じかん

確保
かくほ

をお願
ねが

いいたします。 

 

本年度
ほ ん ね ん ど

の問題
もんだい

の一部
い ち ぶ

です。このような問題
もんだい

に対応
たいおう

できる力
ちから

をつけていきます。 
 

国語
こくご

「【高山
たかやま

さんの文章
ぶんしょう

】の下線部
か せ ん ぶ

ア・イを、漢字
かんじ

を使
つか

って書
か

き直
なお

す」 

設問
せつもん

の趣旨
しゅし

 

学
がく

年
ねん

別
べつ

漢
かん

字
じ

配
はい

当
とう

表
ひょう

に示
しめ

されている漢
かん

字
じ

を文
ぶん

の中
なか

で正
ただ

しく使
つか

うことができるかどうかをみる。 

 

 

 

 

 

 

算
さん

数
すう

「五
ご

角柱
かくちゅう

の面
めん

の数
かず

を書
か

き、そのわけを底面
ていめん

と側面
そくめん

に着目
ちゃくもく

して書
か

く」 

設問
せつもん

の趣旨
しゅし

 

角柱
かくちゅう

の底面
ていめん

や側面
そくめん

に着目
ちゃくもく

し、五
ご

角柱
かくちゅう

の面
めん

の数
かず

とその理由
りゆう

を言葉
ことば

と数
かず

を用
もち

いて記
き

述
じゅつ

できるかど 

うかをみる。 
 

 

 

三
さん

 高山
たかやま

さんは、【高山
たかやま

さんの文章
ぶんしょう

】を読
よ

み返
かえ

し、習
なら

っている漢字
かんじ

がひらがなになっていた漢
かん

字
じ

に書
か

き直
なお

すことにしました。次
つぎ

の ― 部
ぶ

ア、イを漢字
かんじ

でていねいに書
か

きましょう。 

きょうぎの作戦
さくせん

を考
かんが

えたりします。 

 

上 級 生
じょうきゅうせい

が遠
とお

くからボールを  なげる。 

ア 

イ 

 

指定
してい

された２つの言葉
ことば

を

使
つか

って、言葉
ことば

や数
かず

で理由
りゆう

を説明
せつめい

する問
もん

題
だい

です。 
３（４）ことねさんたちは、角柱

かくちゅう

の面
めん

の数
かず

について考
かんが

えています。 

五
ご

角柱
かくちゅう

の面
めん

はいくつですか。答
こた

えを書
か

き

ましょう。また、そのわけを、底面
ていめん

と側面
そくめん

が

それぞれいくつあるのかがわかるようにし

て、言
こと

葉
ば

と数
かず

を使
つか

って書
か

きましょう。そのと

き、「底面
ていめん

」、「側面
そくめん

」の２つの言葉
ことば

を使
つか

いま

しょう。 


